
 「地域とともに多賀の子を育てよう」  多賀町地域学校協働本部の取組           

多賀町 活動名 ： 多賀町地域学校協働本部 町内６校園   学校運営協議会 ： □有  ■無 

地域学校協働本部概要  ※実施した活動内容全てに■印 

開始年度 ： 平成２０年度  地域学校協働活動推進員等数 ： １人  ボランティア登録数 ： １３９人  

■学習支援（授業補助、学力補充等）  ■図書ボランティア（読書活動支援・図書室環境整備）    ■学校行事支援 

■子どもの安全確保、見守り       □部活動支援      ■学校周辺環境整備       □学びによるまちづくり 

■地域人材育成（地域課題解決型学習、地域人材によるキャリア教育）      □地域行事への参加        □ボランティア・体験活動 

■郷土学習      □その他［                 ］ 

 

■ 事業を考案する主体（該当するすべてに■印） 

  ■学校・園   □学校運営協議会   ■地域学校協働活動推進員等   ■行 政   □その他（          ） 

 

■ 地域と学校が協働した活動（特徴的な活動） 

（１）読み聞かせ（小・中・保・こども園）、絵本の修繕（保・こども園） 

保育園・こども園・小学校・中学校では、静かに話を聞く体制が整い、幼小中連携

の成果が表れている。クラス単位での読み聞かせにより「少人数の方が、本選び

がしやすい」との声をいただいている。今年度も実施した絵本の修繕は、基本の

修繕が中心で、一冊にかなりの時間を要するものもある。子どもたちが好きな絵

本類を、時間をかけて修繕していただいた。 

（２）福祉・琴・ミシン学習（小学校） 

地域のサークル等がゲストティーチャーとなり、琴や福祉などについて、本物

に触れる機会を持ち、体験を交えて学習した。ミシン学習では、洋裁を教えておら

れた方が事前にミシンの調整もしてくださり、スムーズに学習が進められた。 

福祉学習では、ユニバーサルデザインのほか、盲導犬・手話・点字なども教えていただいた。 

（３）自然保育時の見守り（大滝たきのみやこども園）、園外活動時の見守り（久徳うぐいすこども園） 

自然保育を重視した大滝たきのみやこども園では、近くの高取山へ定期的に出かける活動が行われている。毎月ローテーシ

ョンにより、雨天時でも見守り活動をしていただいた。また、久徳うぐいすこども園では、園舎周辺散歩時の活動見守りをして

いただいた。毎月ローテーションにより、虫つかみ等の見守り活動にご協力いただいた。どの活動でも、子どもたちは、地域の

方との触れ合いをたいへん楽しみにしている。 

 

■ 実施に当たっての工夫 

読み聞かせや授業補助などについて、打合せなどをできるだけ学校や園とボランティアの方々の双方の希望に沿って進められ

るようにした。子どもたちからのお礼の気持ちがボランティアの方に直接伝わるよう、学校や園へ働きかけを行なっている。「子ど

もたちの声を近くで聞くことが楽しみ」と、うれしそうに話してくださる方も多い。 

 

■ 事業の成果 

福祉学習では、より内容の濃いものにするために、ボランティアの方も工夫改善をされ、体験を増やして子どもたちの記憶に残

る学習ができた。こども園の活動見守りでは、毎年参加してくださる方が少しずつ増え、子どもたちの名前を覚えて交流がより深め

られた。 

 

■ 事業実施上の課題と今後の協働活動の工夫や展望 

学校支援の更なる充実を図るため、より多くのボランティアを創出することが必要

である。ボランティアの募集をより広くおこない、子どもたちが本物に触れる学習をす

すめられるよう学校との連携を図っていきたい。 

 

■ その他（学校運営協議会との協働等） 

年に２回、ボランティア活動だより「ボランティア通信」を発行し、地域・校・園・公共施

設で回覧および掲示を行なった。 

更に一年間の活動報告書を作成し、全ボランティア登録者に配布をしたり、会議等で

紹介したりするなど、活動内容について周知した。 

 

■ 協働活動推進員（コーディネーター）と協働する学校関係者（該当するすべてに■印） 

   ■校 長    ■教 頭    ■地域連携担当教職員    ■その他（ 教務主任、各学年担当者 ） 

 

【 4年生福祉学習（点字・手話） 】 

報告書記入者（ 地域学校協働活動推進員 ） 

【 自然保育見守り 】 
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